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会員紹介コーナー

今月の
あさがおさん
 vol.40

勤務先：有限会社坂上ビジネスサービス
仕事内容：税理士補助
趣　味：スノーボード、バスケットボール
ひと言：高校時代に簿記に興味を持ち、簿記

を生かした仕事に就きたいと思い就職
して、約５年が経ちます。当事務所は、
勤続年数１０〜４０年の経験豊富な
先輩方が多いので、たくさんのことを
学び、実務につなげていきたいです。

田中　知恵さん
　た　なか　　　ち  え

「安心」と「安全」そして「信頼」のカーライフをお届けします

株式会社丹羽自動車工業

代 表 者  丹羽　昭広
業　　種 自動車サービス業
住　　所 石川県白山市福留町603番地
T　E　 L （076）277-0002
U　R　L http://www.niwa-auto.jp
E - m a i l  info@niwa-auto.jp

●太鼓の里
●浅野太鼓

●大野歯科医院

●
　　水澄白山神社 横江北福留南

横江北水澄町

横江北石川小学校北
19458

88

丹波自動車工業

157
グラン・マ
●

出光スタンド
● 金沢

バイパ
ス

創業から44年、白山市の住宅地と複数の工業団地に
囲まれ、軽自動車から大型トラックまで幅広く取り扱い、
車検・点検・一般整備・板金塗装を含め、あらゆるメー
カ―の新車や中古車を販売しております。また、保険部
門やカーリース、レンタカ―部門など、幅広い分野に携
わっており安心・安全をモットーにお客様のカーライフ
をトータルでサポートしています。

『クルマ選びからメンテナンスまで
あなたのカーライフすべてを
まごころこめて
コーディネートします』

OPENしました

　平成25年8月号より隔月で連載された『松任の
歴史と文化』は人気のシリーズでしたが、今号で
終了となりました。4年半もの長期間、執筆いただ
いた文化財保護課の小中氏には、大変お世話にな
りました。感謝申し上げます。
　皆様のご意見・ご感想お待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹田）
E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記

〒924-0032　白山市村井町152-2
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会報  白山商工会議所

白
山
市
六
次
産
業
化
支
援
事
業

　【
白
山
市
に
新
た
な
地
場
産
品
を
！
】

青
年
部
の
か
り
ん
と
う
が
採
択

　

青
年
部
活
性
化
委
員
会
が
、
年
度
当
初

よ
り
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
新
し
い 

地
場
産
品
を
模
索
し
、
お
ま
っ
と
牛
乳
と

剣
崎
な
ん
ば
を
使
っ
た「
か
り
ん
と
う
」が

白
山
市
六
次
産
業
化
支
援
事
業
に
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
三
日
、
白
山
市
役
所
に
て
、

他
に
採
択
さ
れ
た
三
団
体
の
商
品
と
共
に

試
食
会
が
行
わ
れ
、
開
発
に
携
わ
っ
た
四

団
体
に
よ
る
開
発
商
品
の
特
徴
や
工
夫
の

説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
商
品
を
山

田
憲
昭
市
長
ら
が
試
食
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
か
ら
は
、
白
澤
地
域
活
性
化
委

員
長
が
参
加
し
、
商
品
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

山
田
市
長
か
ら
は
「
と
て
も
魅
力
的
な

商
品
。
白
山
市
の
新
し
い
味
と
し
て
広
く

親
し
ま
れ
て
ほ
し
い
。」と
激
励
を
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
会
員
企
業
か
ら
は
、
地
元
産

大
豆
で
作
っ
た
き
な
粉
入
り
の
「
テ
ィ
ラ

ミ
ス
」（
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｏ 

熊
谷

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
）が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
採
択
さ
れ
た
四
つ
の
商
品
は
、
今

春
オ
ー
プ
ン
す
る
道
の
駅「
め
ぐ
み
白
山
」

で
販
売
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す

　

採
択
を
受
け
た
商
品
は
次
の
通
り
で

す
。

白
山
商
工
会
議
所
青
年
部

　
「
か
り
ん
と
う
」

ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｏ

　
「
び
ん
入
り
テ
ィ
ラ
ミ
ス
」

㈲
松
風
産
業

　
「
わ
さ
び
塩
」

北
辰
農
産「
稲
ほ
舎
」

　
「
ラ
イ
ス
ク
ラ
ッ
カ
ー
」

人
材
育
成
委
員
会

　

一
月
二
十
三
日（
火
）に
人
材
育
成
委
員

会
（
明
石
寛
治
委
員
長
）
が
開
催
さ
れ
、 

委
員
十
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
に
、
小
柳
副
会
頭
と
明
石

委
員
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
Ｉ
Ｔ

経
営
・
健
康
経
営
の
分
科
会
そ
れ
ぞ
れ
の

進
捗
状
況
を
報
告
し
、
委
員
か
ら
自
社
の

取
り
組
み
状
況
報
告
を
含
め
、
活
発
な
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
経
営
に
関
し
て
は
「
小
規
模
な
事

業
所
や
Ｉ
Ｔ
の
知
識
に
乏
し
い
方
で
も
参

考
に
な
る
よ
う
な
身
近
な
導
入
事
例
が
知

り
た
い
。」「
様
々
な
業
種
の
方
に
参
考
に

し
て
い
た
だ
く
に
は
、
い
く
つ
か
事
例
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
だ
」
等
の
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
出
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
今
後

小
規
模
企
業
・
中
小
企
業
の
啓
発
に
つ
な

が
る
よ
う
な
事
例
紹
介
、
セ
ミ
ナ
ー
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
企
画
し

て
い
く
予
定
で

す
。

　

健
康
経
営
に
関

し
て
は
、
会
員
企

業
の
健
康
経
営
へ

の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
に
、

当
所
の
会
報
を
通

じ
て
「
健
康
経
営

宣
言
」
す
る
企
業

を
募
集
す
る
こ
と

や
、
応
募
し
た
企
業
に
対
し
て
認
定
証
を

交
付
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
健
康
経
営
が
未
だ
十
分
に
認

知
さ
れ
て
い
な
い
」
等
の
ご
意
見
も
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、「
健
康
経
営
と
は
何

か
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
石
川
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
白
山
市
の
い
き

い
き
健
康
課
と
連
携
し
て
研
修
会
を
開
催

し
、
周
知
・
啓
蒙
を
図
る
予
定
で
す
。

　

手
始
め
と
し
て
、
三
月
に
「
糖
尿
病 

重
症
化
予
防
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
致

し
ま
す
。

　

会
員
企
業
の
事
業
主
の
皆
様
や
そ
の
従

業
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

　

詳
細
は
、
今
月
の
会
報
同
封
の
チ
ラ
シ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

青
年
部
だ
よ
り

臨
時
総
会
・
新
年
会

次
年
度
役
員
を
選
出

　

一
月
二
十
六
日
（
金
）
当
所
青
年
部 

（
本
田
清
成
会
長
）は
来
賓
に
川
北
白
山
市

産
業
部
長
、
髙
松
会
頭
、
加
藤
専
務
、
竹

内
常
務
、
寺
田
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
を
お

迎
え
し
、「
か
つ
新
」に
て
平
成
二
十
九
年

度
臨
時
総
会
並
び
に
新
年
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
上
程
さ
れ
た
平
成
三
十
年

度
役
員
の
選
任
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
が 

行
わ
れ
、
全
会
一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

選
任
さ
れ
ま
し
た
平
成
三
十
年
度
役
員

は
左
記
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

会
　
　
長 

新
本　

雄
一

 

ア
ラ
ビ
ア
ン
プ
ロ
セ
ス
㈱

直
前
会
長 

本
田　

清
成

 

炭
火
焼
鳥　

凱

副
会
長 

長
崎
成
任
衛 

㈱
長
﨑
産
業

副
会
長 

木
村　

俊
夫 

㈱
木
村
産
業

副
会
長 

木
戸　

正
裕

 

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人

 

金
沢
事
務
所

副
会
長 

林　
　

宏
泰 

㈱
林
管
工

副
会
長 

徳
田　

裕
也

 

㈱
風
工
房
の
ざ
わ

理
　
　
事 
佐
野　

修
人

 
㈱
ピ
ア
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

理
　
　
事 

村
本　

瑞
樹

 
㈲
村
本
石
材
工
業
所

理
　
　
事 

岡
島　

正
幸 

㈱
コ
コ
地
建

理
　
　
事 

蓮
池　

正
雄 

㈱
松
任
美
装

理
　
　
事 

畝
森　

孝
之　

 

㈱
北
陸
サ
ン
ラ
イ
ズ

理
　
　
事 

小
村　

克
俊 

小
村
産
業
㈱

理
　
　
事 

木
村　

典
勝 

㈱
ム
ツ
ミ

理
　
　
事 

徳
田　

祐
介 

㈲
徳
田
商
会

理
　
　
事 

西
田　

敬
志

 

㈱
宮
西
計
算
セ
ン
タ
ー

監
　
　
事　

下
田　

智
志 

㈲
下
田
土
木

監
　
　
事　

織
田　

一
彦 

オ
ダ
建
機
㈱

　

総
会
後
、
同
会
場
に
て
新
年
会
が
行
わ

れ
、
来
年
度
に
向
け
て
メ
ン
バ
ー
同
士
の

交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

2月	 	
16日（金）	 H29年度日本商工会議所青年部全国大会（〜17日）
	 企業ドックセミナー
	 サマフェスキッズランド部会
18日（日）	 運輸・車両部会新年会
19日（月）	 地域振興委員会		正副委員長・幹事会		委員会
	 広報委員会　正副委員長・幹事会　委員会
	 青年部第 1回次年度理事会
20日（火）	 金融なんでも相談
	 無料法律相談
	 経営革新はくさん元気塾（4回目）
21日（水）	 金融審査委員会
22日（木）	 決算申告指導
	 正副会頭会議
	 青年部 3月正副会長会議
25日（日）	 第 148回日商簿記検定試験
26日（月）	 決算申告指導
27日（火）	 青年部 2月例会
28日（水）	 総務委員会

3月	
1日（木）	 建設・不動産業部会役員新年会
5日（月）	 卸小売業部会「能美市商工会との交流会」

	 小規模事業者持続化補助金セミナー
	 青年部 3月理事会
7日（水）	 決算申告指導

会議所の動き（2月 15日～ 3月 31日）
7日（水）	 白山市の地域力再発見知っとる !?ツアー
	 経営革新はくさん元気塾（最終回）
8日（木）	 正副会頭会議

	 常議員会
	 健康経営セミナー
9日（金）	 金融審査委員会

	 スマホセミナー
10日（土）	 はくさん創業応援塾（1日目）
11日（日）	 はくさん創業応援塾（2日目）
12日（月）	 青年部次年度正副会長会議
13日（火）	 決算申告指導
16日（金）	 石川県商工会議所女性会連合会　会長会議
17日（土）	 青年部 3月卒業式
19日（月）	 H29年度石川県商工会議所青年部連合会
	 第 6回役員会・研修会
20日（火）	 青年部県連役員会
22日（木）	 建設不動産業部会、建設産業部会合同研修会
27日（火）	 青年部第 2回次年度理事会
29日（木）	 通常議員総会
	 正副会頭会議
	 金融審査委員会

今後の主な日程 4月	24日（火）	 議員・評議員懇談会
5月29日（火）		 総務委員会
6月14日（木）		 常議員会
6月29日（金）		 通常議員総会

「糖尿病重症化予防対策セミナー」
期　日	 3月8日（木）　午後1時30分〜3時
場　所	 白山商工会議所　3階研修室
内　容	 ①糖尿病重症化予防対策
	 ②白山市の健康実態について
	 ③キッチンカーがやってくる！
	 　〜タニタ監修メニューの試食〜
参加費	 無料

※詳細は、会報に同封のチラシをご参照ください

白山商工会議所青年部
「かりんとう」

トラットリアORSO
「びん入りティラミス」
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白
山
商
工
会
議
所
で
は
、
最
近
の
景
気

動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
役
員･

議
員･

評
議
員
の
企
業
を
対
象
に
四
半
期
ご
と
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
調
査
回
答
企
業
の
業
種
】　

景
況･

業
況
の
動
向

【
景
況
感
】

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
（「
良
い
」
か
ら
「
悪
い
」 

を
引
い
た
指
数
）
は
、
今
期
七・二
ポ
イ
ン

ト
で
三
期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。（
九

月
調
査
▲
五・一
ポ
イ
ン
ト
、
六
月
調
査
▲

四・六
、三
月
調
査
▲
一・一
）

　

来
期
に
つ
い
て
は
、
売
上
高
、
売
上
単

価
、
資
金
繰
り
、
採
算
性
と
も
に
「
不
変
」

と
回
答
し
た
企
業
が
最
も
多
く
、
引
き
続

き
景
気
の
持
ち
直
し
継
続
を
示
し
た
が
、

景
況
感
Ｄ
Ｉ
は
一・二
ポ
イ
ン
ト
と
景
気
が

順
調
に
拡
大
す
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
見

通
し
と
な
っ
た
。

-35
-30
-25
-20
-15
-10

-5
0
5

10
15
20

景況感 売上高 売上単価 資金繰り 採算性DIの推移 
（H30.3 は見通し）

 H27.3 H27.6 H27.9 H27.12 H28.3 H28.6 H28.9 H28.12 H29.3 H29.6 H29.9 H29.12 H30.3

【
今
期
直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
問
題
点
】

※
複
数
回
答

　

今
期
直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
問
題
点

に
つ
い
て
は
、「
従
業
員
の
確
保
難
」

二
五・
五
％
、「
仕
入
単
価
の
上
昇
」
お
よ

び「
事
業
資
金
の
借
入
難
」一
三
％
「
後
継

者
の
育
成
・
確
保
」
八・七
％
「
需
要
の
停

滞
、
売
上
の
減
少
」お
よ
び「
競
争
の
激
化
」

六・
八
％
の
順
に
高
い
割
合
と
な
っ
て
お

り
、
前
回
と
比
べ
順
位
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
原
材
料
の
入
荷
遅
れ
の
回
答
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

【
雇
用
情
勢
】�

※
複
数
回
答

　

現
在
の
雇
用
状
態
に
つ
い
て
は
、「
過

剰
状
態
」
二・
四
％
、「
適
正
水
準
」

四
九・四
％
、「
不
足
状
態
」
四
八・二
％
で

あ
っ
た
。「
適
正
水
準
」と「
不
足
状
態
」が

約
半
数
ず
つ
を
占
め
、
前
回
と
同
じ
結
果

と
な
っ
た
。

　

正
社
員
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
定
期
採

用
や
定
年
退
職
に
よ
る
補
充
と
い
っ
た 

回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
賃
金
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
定
期
昇
給

と
回
答
し
た
企
業
が
あ
る
一
方
、
現
状
の

人
材
を
維
持
す
る
た
め
と
回
答
し
た
企
業

も
多
数
あ
っ
た
。

【
働
き
方
改
革
】

　
「
働
き
方
改
革
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、「
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

一
〇・
六
％
、「
様
子
を
見
な
が
ら
取
組
ん

で
い
る
」
三
六・
五
％
、「
今
後
取
り
組
む

予
定
」
二
四・
七
％
、「
取
り
組
む
予
定
な

し
」二
八・二
％
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
働
き
方
改
革
」実
現
の
た
め
の

重
要
事
項（
複
数
回
答
）に
つ
い
て
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
経
営
者
の
意
識
改
革
」
三
二
％
、

「
社
員
の
意
識
改
革
」
三
一
％
で
両
者
を
合

せ
る
と
六
〇
％
を
超
え
る
こ
と
か
ら
、
ど

ち
ら
の
立
場
で
も
、
現
状
の
働
き
方
や
旧

態
依
然
と
し
た
考
え
方
か
ら
の
脱
却
が

「
働
き
方
改
革
」に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
の

認
識
が
見
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

【
景
気
全
般
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。】

　

そ
の
他
、
景
気
全
般
に
つ
い
て
左
記
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・ 

同
業
者
間
で
も
バ
ラ
ツ
キ
あ
り
。
全
般

的
な
見
方
は
難
し
い
。

・ 

全
体
の
景
気
は
良
い
状
態
だ
が
、
一
部

で
陰
り
も
見
え
て
き
て
い
る
。

・ 

好
景
気
で
あ
る
と
い
う
実
感
が
湧
か
な

い
。

・ 

新
聞
紙
上
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
好

況
感
な
し
。

・ 

先
が
全
く
見
え
な
い
。

最
近
の
景
況・業
況
に
つ
い
て
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

景
気
持
ち
直
し
も
、

来
期
は
鈍
化
傾
向
の
予
想
調査概要

・調査期間
　　12/19～12/25
・調査企業　	220社
・回答数　	 85社
・回収率　	 38.6％

製造業
45.9％

建設業
27.1％

小売業
2.4％

卸売業
4.7％

サービス業
20.0％

経営者の意識改革
32.0％

社員の意識改革
31.0％

人事・労務改定
20.0％

行政の支援
10.0％

その他
7.0％

「働き方改革」実現のための重要事項

商工会議所早期景気観測

LOBO調査 今回の調査結果のポイント
「業況DIは、緩やかな回復基調続くも、
足元で一服。先行きはほぼ横ばい」

調査期間:
2018年1月16日〜22日
調査対象:全国の422商工会議所が
3,872企業にヒアリング

◆全国の業況
　1月の全産業合計の業況DIは、▲14.4と、前月から▲1.1
ポイントの悪化。電子部品や産業用機械、自動車関連を中心
とした生産や、インバウンドを含めた観光需要は堅調に推移
するものの、深刻な人手不足の影響に加え、鉄鋼、農産物な
どの仕入価格や燃料費の上昇による収益圧迫から、建設業や
飲食・宿泊業などサービス業の業況感が悪化した。ただし、「好
転」から「不変」への変化も押し下げ要因となったことに留
意が必要。中小企業の景況感は、総じて緩やかな回復基調が
続いているものの、足元で一服感がみられる。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲13.6（今月比＋0.8
ポイント）とほぼ横ばいを見込む。個人消費の持ち直しやイ
ンバウンドを含めた観光需要拡大、輸出や設備投資の堅調な
推移、補正予算などへの期待感がうかがえる。他方、人手不
足の影響拡大や、原材料費・燃料費・運送費の上昇、コスト増
加分の販売価格への転嫁遅れを懸念する声も多く、中小企業
の業況感はほぼ横ばいで推移する見通し。
◆北陸信越の概況
○全産業の業況DIは、前月と比べ改善。産業別にみると、
サービス業で悪化、その他の4業種で改善した。各業種から
寄せられたコメントは以下のとおり。
○「世界的な半導体市場の活況により、海外からの引き合い
が多く、売上は改善。他方、人手不足は深刻で、高齢者の雇用
等で何とか対応している」（半導体製造装置等製造業）、「パー
ト・アルバイト不足が深刻で、求人募集を行うも反応が無い。
メニュー数を絞り、対応せざるを得ない」（飲食業）、「取引先
の自動車業界からの受注が多く、増収増益が続く。従業員の
長時間労働の削減に取り組み、さらなる採算改善を目指す」
（産業用機械卸売業）
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善の
見込み。産業別にみると、建設業、小売業で悪化、その他の3
業種で改善の見込み。
◆産業概況
　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、建設業、サー
ビス業で悪化、小売業でほぼ横ばい、その他の2業種で改善
した。各業種から寄せられた特徴的なコメントは以下のと
おり。

【建設業】「鉄骨等の建材価格や燃料費、人手不足に伴う
人件費、外注費の増加が続いている。予算額を超えてし
まう工事が増えており、採算確保が厳しくなっている」（一
般工事業）、「工場やビルといった設備投資需要が多く、売
上は改善。今後は東京オリンピックやリニア中央新幹線
等の波及効果が期待でき、見通しも明るい」（建築工事業）

【製造業】「インバウンド需要に加え、越境EC（インターネッ
ト通販サイトを通じた国際的な電子商取引）が好調で、取
引先の化粧品業界からの受注が増加している。そのため、
能力増強を目的とした設備投資を急きょ実施した」（紙製
品製造業）、「引き合いは多いが、人手不足で対応できず、
短納期の案件は断らざるを得ない。人手不足を解消す
るため、求人募集をかけているものの、全く応募が無い」
（金属加工機械製造業）

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

景気天気図

全業種

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

▲14.4 ▲12.3 ▲13.6 ▲9.7

▲13.6 ▲8.3 ▲14.4 ▲16.2

▲5.1 0.0 ▲3.4 8.1

▲12.2 ▲20.0 ▲13.8 ▲15.0

▲25.2 ▲12.0 ▲24.7 ▲19.2

▲16.1 ▲22.2 ▲13.8 ▲11.1

【サービス業】「配送需要は多いが、軽油価格が昨年1月
から、1リットル当たり14円以上上昇している。当社では
軽油価格が1リットル当たり10円増加すると、月100万
円の経費増となり、収益を圧迫される」（運送業）、「省力
化を目的とした企業のIoT投資が増加しており、売上は
改善。受注量の増加に伴い、人手不足が顕著となってき
たため、賃上げを実施し、人材確保を図る」（ソフトウェア業）

【小売業】「消費者の低価格志向から売上が伸び悩んで
いることに加え、人件費や電気代などが増加し、採算が
採れなくなっている」（スーパーマーケット）、「中国人など
のインバウンド需要が好調で、売上は改善。さらなる売
上増に向け、スマートフォンを利用したキャッシュレス決
済システムを導入した」（百貨店）

【卸売業】「取引先の自動車業界からの受注が多く、増収
増益が続く。従業員の長時間労働の削減に取り組み、さ
らなる採算改善を目指す」（産業用機械卸売業）、「白菜や
キャベツが11月以降の冷え込みで不作となり、仕入価
格が高騰している。急激な上昇で価格転嫁が間に合わ
ず、採算悪化となった」（農産物卸売業）
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め
て
祖
母
を
扶
養
す
る
と
と
も
に
、
家
業

の
表
具
屋
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。
四
十
三
歳
の
時
で
し
た
。

　

彼
の
画
業
と
し
て
は
、「
老
桜
に
兎
鶏

図
」「
植
木
鉢
に
蘭
図
」な
ど
の
作
品
が
多

数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
は
俳
句
に
も
そ
の
才
を
発
揮
し
、
千

代
尼
忌
百
回
忌
に
際
し
て
は
祖
父
萬
山

（
竜
齊
）ら
と
と
も
に

菜
の
花
や
海
士
か
垣
根
に
こ
ほ
れ
咲
　
　米石

の
句
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
千
代
尼
会
の
名
に
よ
っ
て
作
句
を

続
け
、
晩
年
に
近
い
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）

頃
よ
り
睦
月
会
を
起
こ
し
ま
し
た
。

折
ら
れ
た
る
枝
の
蓑
虫
鳴
く
夜
か
な

西
へ
流
る
白
根
の
雲
や
笹
鳴
す

夏
至
の
日
や
ま
た
暮
の
こ
る
窓
明
り
　

　
清
機

　

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
、

七
十
一
歳
で
没
し
ま
す
。
余
技
と
し
て 

茶
道
、
華
道
に
も
堪
能
で
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

白
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課

　

松
任
の
歴
史
と
文
化
は
今
回
を
も
ち

ま
し
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

長
ら
く
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

莇
清
機（
あ
ざ
み
せ
い
き
）

　

莇
清
機
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

松
任
で
活
躍
し
た
画
人
で
、
本
名
は
莇
亮

吉
。
初
め
米
石
と
号
し
、
後
に
清
機
と
改

め
ま
す
。
ほ
か
に
観
月
庵
の
号
も
あ
り
ま

す
。
明
治
六
年（
一
八
七
三
）松
任
中
町
に
、

莇
清
三
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
す
。
父

で
あ
る
清
三
は
、
松
任
町
役
場
の
書
記
・

助
役
を
長
年
勤
め
上
げ
、
役
場
内
の
生
き

字
引
と
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
功
績
を
評
価
さ

れ
た
人
物
で
し
た
。

　

松
任
西
新
町
出
身
の
画
人
・
梶
野
玄
山

と
同
様
、
四
条
派
の
画
家
・
垣
内
右
隣 

（
ゆ
う
り
ん
・
飛
騨
の
人
・
明
治
二
十
四

年
金
沢
で
客
死
）
の
晩
年
に
師
事
し
た
と

い
い
ま
す
。
ま
た
右
隣
の
子
で
あ
る
雲
隣

（
う
ん
り
ん
・
明
治
二
十
四
年
か
ら

三
十
四
年
ま
で
金
沢
に
来
住
）
に
学
ん
だ

と
も
い
い
ま
す
が
、
玄
山
や
他
の
松
任
の

画
人
の
よ
う
に
京
都
へ
遊
学
は
せ
ず
、
郷

里
で
絵
筆
を
執
る
道
を
選
び
ま
す
。

　

さ
て
清
機
の
母
は
、
二
階
堂
萬
山
の
娘

で
あ
り
、
清
機
は
萬
山
の
外
孫
に
あ
た
り

ま
す
。

　

芳
田
家
は
後
継
ぎ
で
あ
る
萬
山
の
長
男

庄
太
郎
が
早
世
し
、
次
い
で
萬
山
自
身
も

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）に
死
去
し
た
た

め
、
萬
山
の
妻
ぬ
い
が
戸
主
と
な
る
事
態

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
彼
は
西
新
町
に
あ
る
母
の
実

家
で
あ
る
芳
田
家
に
身
を
寄
せ
、
や
が
て

大
正
五
年（
一
九
一
六
）に
ぬ
い
の
隠
居
を

期
に
家
督
を
相
続
、
以
後
姓
を
芳
田
と
改

　

市
内
に
残
る
萬
山
の
作
品
と
し
て
は
、

「
福
禄
寿
図
」「
宝
船
図
」
等
が
あ
り
、
彼

の
筆
と
伝
え
ら
れ
る
松
任
金
剣
宮
の
旧
御

輿
堂
天
井
画「
龍
図
」（
白
山
市
指
定
文
化

財
）
は
、
西
新
町
に
居
を
替
え
た
彼
が
同

宮
の
氏
子
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
萬
山
は
金
沢
の
俳
人
・
大
橋
卓
丈

（
た
く
じ
ょ
う
）門
下
の「
二
階
堂
竜
齊
」と

し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
明
治
期
の
松
任

俳
壇
史
上
に
お
い
て
、
松
任
安
田
町
の 

俳
人
・
金
地
鴎
坡（
か
な
じ
お
う
は
）ら
と

と
も
に
、
指
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。

　

明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）千
代
尼
百
回

忌
で
詠
ま
れ
た
彼
の
作
品
に
は

時
雨
る
や
う
ち
か
け
な
り
の
小
忌
衣
（
お

み
ご
ろ
も
）

風
に
の
る
其
声
雁
の
名
残
哉

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
二
月
、

八
十
三
歳
で
没
し
ま
す
。
晩
年
に
至
る
ま

で
絵
筆
を
執
り
続
け
た
と
い
い
ま
す
。

松
任
の
歴
史
と
文
化

 
第
二
十
八
回「
松
任
の
文
化
人
」そ
の
⑥ 

二
階
堂
萬
山（
に
か
い
ど
う
ま
ん
ざ
ん
）

　

二
階
堂
萬
山
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に 

か
け
て
松
任
で
活
躍
し
た
画
人
で
、
屋
号

は
桶
屋
、
本
名
を
芳
田
二
平（
仁
兵
衛
）と

い
い
、
表
具
業
を
営
む
桶
屋
仁
右
衛
門
の

長
男
と
し
て
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に 

松
任
安
田
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

安
政
元
年（
一
八
五
四
）二
十
九
歳
の
頃

に
京
都
に
遊
学
し
て
東
山
義
亮
に
つ
き
、

花
鳥
画
を
得
意
と
し
た
と
い
い
ま
す
。 

師
の
義
亮
は
東
山
に
あ
る
天
台
宗
・
雙
林

寺
の
住
持
で
長
喜
庵
と
号
し
た
南
画
の
大

家
で
あ
り
、
松
任
中
町
出
身
の
蕪
城
秋
雪

も
、
当
地
出
身
の
大
谷
派
本
願
寺
の
僧
都

大
解
院
梅
宇
の
紹
介
で
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
に
義
亮
の
門
を
叩
い
て
い
る

こ
と
は
、
第
二
十
四
回
で
ご
紹
介
し
た
と

お
り
で
す
。

　

萬
山
が
松
任
に
い
つ
頃
帰
郷
し
た
の
か

は
不
明
で
す
が
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

の
青
木
家
文
書「
宿
絵
図
」に
は
、
八
日
市

町
に
居
を
構
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

頃
ま
で
に
は
家
業
を
継
ぎ
、
表
具
師
を
本

業
と
す
る
か
た
わ
ら
、
画
師
の
道
に
も
励

ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
は
、 

住
ま
い
を
西
新
町
に
移
し
ま
し
た
。
明
治

四
十
年
出
版
の『
加
賀
の
ま
っ
た
ふ
』と
い

う
冊
子
に
は
、「
表
補
絵
師　

松
任
西
新

町　

芳
田
二
階
堂
」と
あ
り
ま
す
。

市
指
定
文
化
財「
旧
神
輿
堂
天
井
画
龍
図
」

　
藤
枝
商
工
会
議
所
主
催
の
新
年
賀

詞
交
歓
会
を
小
杉
苑
で
開
催
。
藤
枝

市
長
を
は
じ
め
藤
枝
市
議
会
議
長
、

国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
官
公
庁

幹
部
、
会
員
市
議
会
議
員
、
近
隣
商

工
会
議
所
・
商
工
会
と
い
っ
た
産
業

経
済
界
の
代
表
な
ど
、藤
枝
市
内
外

か
ら
約
300
名
の
皆
様
方
が
一
同
に
会

し
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

山
田
会
頭
は
最
初
に
、全
国
高
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
、藤

枝
順
心
高
校
が
3
度
目
の
優
勝
を
果

た
し
、藤
枝
市
の
名
声
を
全
国
に
届

け
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、一
昨
年
11
月
か
ら
第
21

期
が
ス
タ
ー
ト
し
、Ｅ（
選
ば
れ
る
）・

Ｙ（
喜
ば
れ
る
）・ 

Ｔ（
頼
り
に
な
る
）

商
工
会
議
所
を
方
針
に
掲
げ
、取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、第
1
期
経
営
発
達
支

援
計
画
に
基
づ
く
小
規
模
事
業
者
へ

の
伴
走
支
援
と
し
て
、新
商
品
開
発
・

販
路
拡
大
支
援
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
、藤
枝
市
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
は
、
本
年
度
、
駅
前
1
－
8
街
区

の
再
開
発
が
完
了
し
、駅
の
北
口
の

賑
わ
い
創
出
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
、

3
期
目
の
基
本
計
画
の
認
定
に
向
け

た
協
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
、連
携
事

業
は
、静
岡
産
業
大
学
と
藤
枝
市
と

藤
枝
I
C
T
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

設
立
、多
く
の
企
業
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
、
今
後
、
具
体
的
に
業

態
別
の
I
C
T
活
用
に
つ
い
て
事

業
展
開
し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に

J
A
大
井
川
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
な
ど
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、藤
枝
市
の
先
進
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
、北
村
市
長
が
年
末
に

は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
を
受
賞
さ
れ

た
こ
と
も
紹
介
、商
工
会
議
所
と
し

て
も
先
進
的
な
藤
枝
市
の
取
組
み
を

全
力
で
支
援
す
る
た
め
、商
工
会
議

所
職
員
、会
員
一
同
努
力
し
て
い
く

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。　
　

友
好
コ
ー
ナ
ー

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う
‼ （
第
十
六
回
）

平成30年	新年賀詞交歓会に約300名が出席		1月12日（金）

（単位:千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

1 10,000 0 0 0 0 0 0 1 10,000
2 30,000 7 49,000 2 6,800 2 7,500 13 93,300

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 1 50,000 0 0 0 0 0 0 1 50,000
1 50,000 1 32,000 3 50,000 0 0 5 132,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 12,000 2 18,500 0 0 3 16,600 6 47,100

県小口零細融資 0 0 1 7,000 0 0 0 0 1 7,000
0 0 9 33,700 1 5,000 6 28,650 16 67,350

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 1 10,000 0 0 1 10,000
0 0 1 4,000 1 10,000 0 0 2 14,000

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 2 60,000 1 7,000 1 10,000 0 0 4 77,000
4 92,000 20 137,200 7 71,800 11 52,750 42 353,750

平成29年1月末日現在
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アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度
でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　北陸支社　小松営業所　白山オフィス　
〒924-0871 白山市西新町159-2 松任産業会館4F　TEL 076-274-3318

そろばんは、学力の基礎をつくります。 新年度そろばん生徒募集中!

日本珠算連盟　≪http://www.shuzan.jp/≫
お近くの教室は日本珠算連盟のＨＰで検索！

̶̶̶日本珠算連盟正会員の教室でそろばんを習いましょう̶̶̶

　昔ながらの読み書きそろばんの印象が
強くありますが、近年はその暗算能力が右
脳による発想力などで注目されています。
　感覚的に数字に強くなるなど、社会人と
しての高いスキルの基礎として、身につけ
たい能力の一つと言えるでしょう。

アンサン・パソコン教室 Tel 275-5384

八ツ矢珠栄塾 Tel 275-2564

美川珠算塾 Tel 278-2177

富奥公民館珠算教室 Tel 276-0352

橋本珠算塾 Tel 276-1296

石川珠研 Tel 278-2223

日商珠算能力検定で目指そう上級者！

白山珠算連盟

平成30年度日商各種検定試験の施行日
資格・検定に対する個人や企業のニーズはますます高まっています。
商工会議所の検定試験は企業実務で求められる知識・スキルを問い、その修得には最適な資格・検定
です。就職・転職活動や自己のキャリアアップのために、是非ともチャレンジしてください。

日
商
簿
記

試験級 実施日 申込期間 合格発表

第149回 6月10日（日） 4月2日（月）～5月11日（金） 6月18日（月）
（1級　7月30日（月））

第150回 11月18日（日） 9月10日（月）～10月19日（金） 11月26日（月）
（1級　1月7日（月））

第151回 2月24日（日） 12月17日（月）～1月25日（金） 3月4日（月）

珠
算

試験級 実施日 申込期間 合格発表
第213回 6月24日（日） 4月16日（月）～5月22日（火） 6月29日（金）
第214回 10月28日（日） 8月20日（月）～9月25日（火） 11月2日（金）
第215回 2月10日（日） 12月3日（月）～1月8日（火） 2月15日（金）

受験料（税込）１級：2,300円　２級：1,700円　３級：1,500円

受験料（税込）1級：7,710円　2級：4,630円　3級：2,800円
※第151回簿記検定では、1級は行われません。
◎受付は申込期間内の祝祭日を除く月〜金曜日の午前9時〜午後5時までです。

中川そろばん教室 Tel 276-0853

東宮永市/中宮永市珠算教室 Tel 276-5737

かわはらそろばん教室 Tel 273-2832

山本そろばん教室 Tel 275-1616

あやめ珠算教室 Tel 090-2839-0711

河井そろばん教室 Tel 275-9601
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確定申告は  正しく  お早めに！

❶　申告書へのマイナンバーの記載
申告者ご本人や扶養親族の方などのマイナンバーの記載が必要です。

❷　本人確認書類の提示又は写しの添付
申告者ご本人の本人確認書類の提示又は写しの添付が必要です。

申告書 には、 マイナンバー が必要です！

　個人事業者における所得税及び消費税の確定申告と納税の時
期となりました。社会保障・税番号制度の導入により、申告書には、
申告者ご本人や、控除対象配偶者、扶養親族及び、事業専従者
などのマイナンバーの記載が必要になります。また、申告者ご本
人の確認書類の提示又は写しの添付も必要になります。
　申告書の【第一表】には、ご本人、【第二表】には、控除対
象配偶者・扶養親族・事業専従者について、それぞれ記載する
箇所があります。
※控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの本人確認
書類は不要です。

例1　マイナンバーカード 例2　通知カード+運転免許証など

+

平成 29 年分 確定申告と納税

所得税・復興特別所得税

3月15日（木）まで

消費税・地方消費税（個人事業者）

4月2日（月）まで

無料個別相談 日時 会場 相談員 備考

金融なんでも相談 3月20日（火）
10: 00〜12:00 白山商工会議所

３階研修室

日本政策金融公庫
担当者 3月19日（月）

16時までに
要予約。無料法律相談 3月20日（火）

13:00〜15:00
弁護士法人金沢税務法律事務所
担当者

個別相談会とセミナー開催のご案内

●日　時	 3月10日（土）、11日（日）
	 両日とも午前10時〜午後4時
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 多田　年成　氏（中小企業診断士）
●受講料	 2，000円（両日とも昼食付き）
●定　員	 20名
●内　容	 創業時の準備・創業計画の作り方か

ら資金調達までを指導いたします。

はくさん創業応援塾

新入社員教育講座
●日　時	 4月11日（水）　午前9時〜午後5時
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 明石　寛治　氏
	 （㈱明石合銅　代表取締役）
	 岡野　絹枝　氏
	 （金城大学短期大学部副学長）
	 吉野　ゆかり氏
	 （オフィスBeing	well主宰）
●受講料	 会員2，000円　非会員5，000円
●定　員	 40名
●内　容	 社会人としての心構えや、ビジネス

マナー、電話応対マナーの講習を通じ、
社会人の基本が身に付きます。

●日　程　2月22日（木）・2月26日（月）
　　　　　3月7日（水）・3月13日（火）
●時　間　午前10時〜正午
　　　　　午後1時〜4時
●場　所　白山商工会議所　3階研修室
●講　師　髙井　和男　税理士
※申告相談はお電話での予約制となります。お
一人の相談時間は30分程度でお願いします。
※申告時期は、上記の日以外には指導員がご相談
を受け付けております。

決算申告指導

●日　時	 3月5日（月）
	 午後2時〜午後4時30分
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 山岸　康也　氏（中小企業診断士）
●受講料	 無料
●定　員	 20名
●内　容	 小規模事業者持続化補助金の申請を

目指される方に、事業計画策定のポ
イントを解説します。

小規模事業者持続化補助金セミナー

各種無料個別相談会一覧表

●日　程	 3月9日（金）
●時　間	 午後1時30分〜4時30分
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 ㈱ゼック　チーフインストラクター
	 道上　貴子　氏
●受講料	 無料
●定　員	 20名
●内　容	 スマホの疑問や悩みを解決します。
※お問合せ、お申込みは共催の日本電信電話ユー
ザ協会まで（℡:220－6466）

スマホの困ったを解決

セミナー・無料個別相談ともにお申込み、問合せは、当所経営支援課まで、電話２７６－３８１１




